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で旦遁流ナ名作用を具現出来るのであ).)。 
22.紳経に於(tる鍾涜第3作用の強さ一期間曲
線に及ぼす罷響に就て
第一生哩西村丈夫 
jifaAt第3作用の張き要素一時間要素の関係に及ぼ
す彰響を見る決，通流閉鎖後数時間に v-t曲線を遺
跡し，更に基電庄とn手値を之より算定して両者の変
動を観察した。
実験方法は語流i可路左刺激i司路を直列に同一電極
を通じて電極箱に;mじ，刺激電圧にては常に筋に近
い側を陰極といとの側に陰極又は陽極jli流を与え
jA流閉鎖後 v-t舟線を中断法を用いて遺跡した。
実験成続: v-t曲線及び v.t-t曲線は通流陰極に
では5m流前の夫より全て上方に表われ，通i右陽極に
ては曲線は全て遁流前の夫土り下方に表われた。
基電圧及び時値の変動は;mu信陰極にては基電圧は 
jm流閉鎖後漸次上昇し，.n寺値は下降し，その角度は
遁 ìJf~電圧の大なる程大であった。通 i車場検にては基
電圧は減少し時値は噌大し，その角度は又遁流電圧
の大なる程大で、あった。
m:慌に於てはil1liJfe陰拐では基電圧上昇，時値は減
少したが常砲の同電圧遁流の場合に比しその角度は
緩やかである。陽極i亜流では常温の周電圧趨iEf， に比
しその角度が大であった。との事から低温と jAi;{t陰
極は詰抗的に作用しjla市陽極とは協同的に作用する
ものと考えられる。 
23.上膜剥隷紳経のE墨書期間曲鵠友びそれに
対するイオンの影響
第一生理 01I時 衛
私は神経上膜を除去(ストリップナると云う〉した
神経筋標本にイオンを作用させその変化を強さ期間
曲線上に求めた。
実験には恒温箱に飼育した WarmFrogを用い，
直角電流刺搬によって基電庄くRb)関値くV)を交互
に求め VjRb-t関係をグラフ上に描き V/Rb =a 
+干なる関係の成立すれとを確~，とれより哩
論的時値くChr.)をも求めたくtは刺扱時間〉。
以上の如くして待た Rbと Chr.とを比較しで失
の結果を得た。 
Warrn Frogに於でストリッフ，非ストリァプ神
経を比較ナるに，。Ringer液ではよえトリップ神経に於て Rb低く 
Chr.大となる傾向があと)0
、 
2) Na. 1'(於ではりの傾向著明で且鈴木の興奮
態度群Eを招来ナる。 
3) Ca.. K・共に至適濃度では大体鈴木の対立分
類!て従い高濃度で、問、Jストリップ神経に於での 1)の傾
向著明となあ。 
24.上膜剥離神経の彊まり要棄に対するイオン
の影響 第一生哩元吉滋直
非上!民剥離神経く以下対照〉と上膜剥離神経(以
下久トリヴプ〉に K とCa..を作用させ関値及び強
まり要素の経時的変化を比較観察した。
関値は高濃度に於ては K.，Ca..共にストリップが
対照に比しで闇値上昇変化卒が準かに大で，低・濃度
に於では接近し，同一濃度に於ては Ca..がK"より
対照，ぷトリップ共に大である。 又経時的変化は両
者共に K・に比して Ca..が念蓮で， m濃度に於てK
が降下作用るるに比して Ca..は上昇作用りみ強い。
強主 P要素に対しでは高濃度に於ては K.，Ca.!共
にユトリップが対照に比して低下変化率が遥かに大
で，低濃度ば本実験の濃度範図にては K.が対照に
於て諮転濃度を認めるが，久トリップにたく， Ca.. 
は対照に逆転濃度なし ストトリフ。に認められる。 
l司一濃度に於ては K・が Ca..より大である。経時的
変化に著eFJなものはない。即ち強主 U要素に対しで
は K.イオンの方が低下作用躍し閑値に対しでは 
Ca..の方が上昇作用でるる。 
25.神経の陽極開放親激iζ関する研究
第一生理上山 巌
陽極開放刺識に於ける開放までの通流時間が闘値
に与える変化は遁流電極作用に於ける陽極作用と同
様のものか何うかに就て検討した。それに関連して
環境条件く温度〉の変化に対する態度をも併せて観
察した。開放主での通流時間と時値との関係及び時
値白身に対ナる上記諾作JHは見事な関連に於で存在
する ζ とを証明した。 
26.筋疲労曲線に関する研究
第ー生哩巷岡 務
生 1~，くがタト界の刺搬に応じて示す種々の態度とそれ
を取り巻く環境条件との間に色々と面 r~l い関係のあ
るととを私は疲労曲線の一つ一つの筆縮に就て研究
した。主主化カ九趨濃度の塩化カリを作用させた場
合にはE常の疲労曲線に比較して竪縮高は低く持続
も短〈少し，疲労し始めたE常の疲労曲線の様な状
